
■
ポ
エ
ム
ド
コ
ウ
ベ
〈
３
月
〉

１
２５

１

春
が
す
み

桜
の
咲
く
河
畔
で

ゆ
び
の
骨
を
鳴
ら
し
て
い
る

こ
い
び
と
に
逢
う
よ
う
な

切
な
い
胸
の
音
も
浮
か
ん
で
い
て

河
畔
で
は

ひ
も
と
く
書
物
の
文
字
ま
で
が

に
じ
ん
で
流
れ
て
い
く

春
が
す
み

や
っ
と
気
が
つ
い
た
の
だ
け
れ
ど

舟
も
波
立
ち
も
静
止
す
る
一
瞬
が
あ
っ
て

桜
の
枝
だ
け
が

う
つ
く
し
い
欲
望
の
よ
う
に

に
じ
ん
で
流
れ
て
い
く

た
け

う
ら
み
つ
ら
み
の
丈
を
ど
う
し
て

延
ば
し
て
悪
い
わ
け
が
あ
ろ
う
か

宇
宙
に
浮
く
地
球
の
表
層
に
す
べ
て

さ
り
げ
な
く
浮
か
ん
で

ま
た
逢
い
ま
し
た
ね

青
木
は
る
み
絵
／
石
阪
春
生

け
一

河
畔
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「
１

戸

■
私
の
意
見

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
ア
ー
ケ
ー
ド
・
舗
装
竣
工
に
向
け
て

神
戸
の
画
脚
然
感
じ
る

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
に

長
津
基
夫

〈
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
１
丁
目
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
〉

ｌ
配
ｌ

戦
後
の
復
興
か
ら
五
十
年
目
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
改
め
て
、
豊
か
な
街
空
間
を
創
造
す
る
機
会
に

な
る
の
だ
と
、
プ
ラ
ス
に
受
け
止
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
石
海

峡
大
橋
の
開
通
を
前
に
、
三
月
二
十
八
日
、
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
は

竣
工
い
た
し
ま
す
。

ア
ー
ケ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
に
際
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
未
来
型

の
モ
ー
ル
と
し
て
、
神
戸
の
顔
と
な
り
、
神
戸
の
街
の
情
報
を
発

信
し
て
ゆ
く
、
画
期
的
な
街
を
創
造
し
よ
う
と
、
商
店
が
一
致
団

結
し
ま
し
た
。
全
長
二
百
八
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
十
一
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
は
十
九
メ
ー
ト
ル
。
天
井
に
は
、
透
明
な
素
材
を
は
め
込
ん

で
あ
り
ま
す
か
ら
昼
の
青
空
、
夜
の
星
空
を
見
上
げ
な
が
ら
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
神
戸
の
風
、
光
を
い
つ

ぱ
い
に
と
り
い
れ
た
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
安
全
な
空
間
づ
く
り
を

表
現
し
ま
し
た
。

ア
ー
ケ
ー
ド
が
開
閉
す
る
様
子
は
、
明
日
へ
は
ば
た
く
カ
モ
メ
、

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
神
戸
三
宮
の
復
興
、
未
来
へ
の

夢
を
託
し
て
い
ま
す
。
東
人
口
に
建
て
ら
れ
た
高
さ
三
十
一
メ
ー

ト
ル
の
”
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ト
“
、
天
上
か
ら
吊
り
下
げ
た

港
・
時
・
宇
宙
の
三
つ
の
風
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
道
路
に
羅
針
盤
、

世
界
地
図
、
時
計
の
造
形
を
刻
み
込
ん
だ
カ
ラ
ー
舗
装
は
、
三
宮

セ
ン
タ
ー
街
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
街
に
潤
い
と
安
ら
ぎ

を
も
た
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
麗
災
の
後
も
、
多
数
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
心
理
的
に
も
っ
と
明
る
い
気
持
ち
で
、
豊
か
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
”
世
界
一
の
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
狐
と
し
て
復
興
を
果
た
し
、

三
宮
の
街
は
い
っ
そ
う
活
気
づ
く
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
日
を
境
に
、
店
の
あ
り
方
が
い
っ
そ
う
問
わ
れ

る
の
も
確
か
で
す
。
「
こ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
三
宮
セ
ン
タ

ー
街
の
あ
の
お
店
に
し
か
な
い
」
と
、
お
客
様
に
言
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
、
店
づ
く
り
を
し
て
、
永
く
気
に
い
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
い
品
ぞ
ろ
え
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
神
戸
の
代
表
的

な
商
店
街
と
し
て
、
私
共
は
身
を
引
き
締
め
て
、
皆
様
の
ご
来
店

を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
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地球を歩く
●
･ 窪

耀適に歩く

､ 自然に歩く

JapanlsP”mierHeaIth-ShoeSpecialisl
寓初煙｣ 墾上と閥画ﾖ 材輔入・機材輸入 蝉アリアリス

何

白

〒6 5 0 - 0 0 1 2 神戸市中央区北長狭通り5 - 6 - 6
ＴＥＬ: 0 7 8 - 3 8 2 - 2 1 0 1 ＦＡＸ: 0 7 8 蝉3 8 2 - 2 1 5 0
営業時間:1 0 : 3 0 a .ｍ－６: 3 0 p . m .年中無休

〔=嬢織漁.=，
｢ 毎日の生活の中で､ 私達の足に
は大きな負担がかかり､ 足の状態
は､ 体全体の健康に大きな影響を
与えます｡ アリスの健康靴は､ 最
新の整形外科学の知識に基づい
て作られていますので､ 足に悩み
をお持ちの方にはもちろんのこと、
健康な足を健康に維持しようと

。：

思われる方にも､ 自信をもってお
勧めできます｡ ドイツから招膳し
た整形外科靴マイスターが常駐し§
お客さまの靴の調製･ 修理･ 足の
健康管理のお手伝いをさせて頂
くと共に､ アリスでは､ 随時無料
で足の相談をお受けしています。
さらに､ 月に一度の“クリニッグ,
では整形外科医と整形外科靴
技術者が､ お客さまの足の悩みに
専門的にお応えいたします｡ 是非
一度お気軽にご来店ください｡ 」

鍵驚

灘
株式会社アリス代表取締役

アリス･ クリスチャンス
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月
刊
神
戸
っ
子
の
創
刊
釦
周
年
を
記
念
し
て
「
神
戸
っ
子
賞
」
を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。
分

野
を
問
わ
ず
、
永
年
の
活
動
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
神
戸
文
化
の
振
興
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

功
労
の
あ
る
方
に
賞
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
蒋
資
式
は
四
月
二
十
四
日
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
に
て
）

月
刊
神
戸
っ
子
諏
周
年
記
念
文
化
賞
／
第
７
回
受
賞
者
発
表

神
戸
っ
子
賞

◆
文
学
部
門

岩
崎
風
子

選
考
委
員

小
笠
原
暁

小
室
豊
允

石
阪
春
生

小
泉
康
夫

唇F F ｡ ｡ : ■
" ､ ■■ ･

儲

図8］

ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
貴

創
刊
ｎ
周
年
を
機
に
神
戸
の
文
化
を
推
進
す
る
た
め
に
文
化
賞
「
ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
（
青
い
海
）

堂
を
創
設
い
た
し
ま
し
た
．
各
部
門
別
に
選
考
会
を
開
き
左
記
の
５
名
の
方
に
賞
を
お
贈
り

い
た
し
ま
す
。
一
§
陰
四
月
二
十
幽
日
ホ
ー
ア
ル
オ
‐
グ
ラ
神
戸
に
て
）

月
刊
神
戸
っ
子
諏
周
年
記
念
文
化
賞
／
第
訂
回
受
賞
者
発
表

選
考
委
員

〈
現
代
詩
〉

せ
の
お
か
つ
ぱ

妹
尾
河
一
里

金
蚕
ロ
芸
術
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
〉

伊
勢
田
史
郎

安
水
稔
和

鈴
木
漠
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〈
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
〉

〈
バ
レ
リ
ー
ナ
〉

鈴
木
雅
明

◆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門

◆
舞
台
芸
術
部
門

◆
美
術
部
門

今
音
楽
部
門

関西西宮信用金庫
株式会社木下真珠
神戸地下街株式会社

弘敏忠
則也男誠

徳
博

晃
一漣

箕
美
代

忠
勝

鍵毒議

１
２９

１

(順不同）

にしむら卯俳店田崎真珠株式会社
森真珠株式会社
株式会社大月真珠

森
範
二

〈
株
式
会
社
大
丸
常
務
取
締
役

神
戸
店
長
〉

太
田
由
利

宮
崎
み
よ
し

ハ
ル
ミ

章
子

圭
杢
呈
写
十

佐
野

岡
田

山
本

■ブルーメール賞協賛企業

財団法人井植記念会
ＵＣＣ上島卯排株式会社
株式会社エルアイシー

〈
音
楽
家
〉

農薬蕊 選
考
委
員

選
考
委
員

河中伊
崎島藤

選
考
委
員

中響小
西石

選
考
委
員
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妹
尾
河
童
に

一
九
三
○
年
、
神
戸
生
れ
、
神
戸
二
中

在
学
中
、
小
磯
良
平
画
伯
に
デ
ッ
サ
ン
を

学
ぶ
。
卒
業
後
、
小
磯
画
伯
の
紹
介
で
、

奥
村
隼
人
氏
主
宰
の
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
エ

房
」
に
入
る
。
十
九
歳
、
小
磯
画
伯
の
勧

め
で
大
阪
の
朝
日
会
館
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
な
る
。
二
十
一
歳
、
オ
ペ

ラ
の
藤
原
義
江
に
認
め
ら
れ
、
上
京
。
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
東
宝
や
松
竹
や
演
劇

の
ポ
ス
タ
ー
を
描
く
。
藤
原
義
江
氏
に
オ

ペ
ラ
の
「
ト
ス
カ
」
の
舞
台
装
置
を
描
く

回
選
考
委
員
ｌ
１
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

小泉康夫
〈月刊神戸っ子社主〉

１
３０

１

回歴代受賞者
I 瀧川長治／映画評論家
２帆比奈隆／指揮者
３陳舜臣／作家
４寓崎辰雄／前神戸市長
５１' 内切／ダイエー会長

兼社長
6 中西勝／u I I i 家
７束山魁獲／画家

祭
実
行
委
員
会
、
冬
の
夜
に
幻
想
的
な
寵

色
を
灯
し
た
ル
ミ
ナ
リ
エ
実
行
委
員
会
。

次
に
個
人
名
が
あ
げ
ら
れ
た
。
経
済
界
か

ら
、
震
災
復
興
を
手
掛
け
て
き
た
新
野
幸
二

郎
神
戸
大
学
名
誉
教
授
は
じ
め
、
田
崎
俊
作

田
崎
真
珠
社
長
、
関
本
忠
弘
Ｎ
Ｅ
Ｃ
会
長
、

南
部
晴
之
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
代
表
。

芸
術
分
野
で
は
、
米
花
稔
神
戸
大
学
名

誉
教
授
、
作
家
の
田
辺
聖
子
、
筒
井
康
隆
、

音
楽
の
辻
久
子
、
書
道
の
望
月
美
佐
、
建

築
家
の
安
藤
忠
雄
、
清
家
清
、
ま
た
永
年

に
わ
た
り
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
た
元
町

画
廊
の
佐
藤
廉
、
地
域
社
会
と
密
接
に
貢

献
し
て
き
た
婦
人
団
体
協
議
会
の
土
井
芳

子
の
活
動
も
見
逃
せ
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
か

ら
は
プ
ロ
野
球
の
イ
チ
ロ
ー
の
名
も
。

そ
ん
な
中
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
少
年
Ｈ
」

を
は
じ
め
、
神
戸
へ
エ
ー
ル
を
送
り
つ
づ

け
る
妹
尾
河
童
の
郷
土
愛
は
、
当
賞
に
ふ

さ
わ
し
い
と
意
見
が
一
致
し
た
。〈

文
中
敬
称
略
〉

蕊
抜
群
の
寄
与

１

血■
ミ 著

作
『
少
年
Ｈ
』
で
神
戸
の
紹
介
に

⑪
第
八
回

神
戸
っ
子
賞

石阪春生さん
く画家〉

小笠原晩さん
〈芦屋ﾗ峰津蕊長〉

小室豊允さん
く姫路詞謁大学
経済情報学部長〉

よ
》
フ
に
起
用
さ
れ
、
好
評
を
得
る
。
貝
谷

バ
レ
エ
団
、
俳
優
座
な
ど
か
ら
の
依
頼
で

舞
台
美
術
家
に
な
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
招
鳴
し

た
第
一
回
イ
タ
リ
ア
歌
劇
団
来
日
公
演
の

美
術
監
督
を
任
さ
れ
、
上
演
を
成
功
さ
せ

て
話
題
と
な
る
。
一
九
五
四
年
に
独
学
で

舞
台
美
術
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
、
現
在
ま

で
四
十
四
年
間
、
演
劇
、
オ
ペ
ラ
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
な
ど
幅
広
く
活
躍
、
テ
レ
ビ
美

術
や
映
像
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で
も
斬
新
な

表
現
を
打
ち
出
し
、
「
紀
伊
国
屋
演
劇
賞
」
、

「
サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
賞
」
、
「
芸
術
祭
優
秀

賞
」
、
「
読
売
演
劇
賞
・
最
優
秀
ス
タ
ッ
フ

賞
」
な
ど
多
数
受
賞
。
ま
た
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
と
し
て
も
知
ら
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
細
密

イ
ラ
ス
ト
入
り
の
著
書
〃
河
童
が
覗
い
た
シ

リ
ー
ズ
″
な
ど
お
馴
染
み
の
ロ
ン
グ
セ
ラ

ー
が
多
い
。
ま
た
近
著
の
小
説
「
少
年
Ｈ
』

は
、
百
六
十
万
部
を
突
破
す
る
驚
異
的
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
話
題
を
集
め
、
宣
く
庫

県
文
化
賞
」
、
「
毎
日
出
版
文
化
賞
・
特
別

賞
」
「
東
京
都
民
文
化
栄
誉
混
昌
な
ど
を
受

賞
。
そ
し
て
今
回
新
た
に
「
神
戸
っ
子
賞
」

が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
〈
小
泉
康
夫
〉

厄
選
考
経
過

ま
ず
、
二
つ
の
剛
体
名
が
候
補
に
あ
が

っ
た
。
十
回
目
を
迎
え
た
春
節
祭
を
神
戸

の
名
物
に
定
着
さ
せ
た
神
戸
南
京
町
春
節
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鈴木漠さん
く詩人〉

岩
崎
風
子
さ
ん
の
第
四
詩
集
『
弓
弦
の

森
一
が
本
年
度
の
受
賞
作
と
な
っ
た
。

こ
こ
に
集
録
さ
れ
て
い
る
全
作
品
に
い

え
る
こ
と
だ
が
、
言
葉
は
鋭
い
感
性
に
研

が
れ
て
澄
明
度
の
高
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
意
識
の
奥
処
に
は
、
ひ
そ
や
か

に
自
由
を
希
求
す
る
強
固
な
意
思
の
集
頓

が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
時
と
し
て
行
間
か

ら
遊
り
出
る
。
こ
こ
に
は
、
何
も
の
に
も

拘
束
さ
れ
ま
い
と
す
る
詩
人
の
若
々
し
い

精
神
の
躍
動
が
あ
る
。

詩
集
の
な
か
に
は
、
か
な
り
の
数
の
震

災
詩
が
集
録
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
は
あ
の

大
震
災
の
年
、
親
し
い
友
や
身
近
な
人
を

回
選
考
委
員
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
，

安水稔和さん
〈時人〉

《
文
学
部
門
》

子

隆
博
重
夫
武
好
子
枝
明
佐
夫
利
郎

承
八
早
越
利
光
知
敏
勝
二

噸蕊 鋭
い
感
性
に
研
が
れ
た
澄
明
度
の
高
い
言
葉

●
第
二
十
七
回

岩
崎
風
子
に

ご』■Ｌ

伊勢田史郎さん
〈詩人〉

ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞

三
人
も
失
っ
た
の
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
、

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
こ

れ
ら
の
詩
篇
に
は
、
心
の
な
か
で
死
者
に

寄
り
添
い
、
鎮
魂
の
祈
り
を
篭
め
た
も
の

が
殆
ど
で
あ
る
。
た
だ
、
不
条
理
な
世
界

や
そ
の
社
会
状
況
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
生

起
す
る
人
間
の
無
懸
に
対
す
る
彼
女
の
関

心
は
、
大
震
災
時
に
お
け
る
災
害
の
諸
相

に
関
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、

従
軍
慰
安
婦
の
訴
え
に
触
発
さ
れ
て
書
い

た
作
品
「
声
」
な
ど
に
も
凝
集
さ
れ
て
い

る
。
彼
女
は
言
葉
を
紡
ぐ
過
程
で
、
対
象

に
寄
り
添
う
、
と
い
う
よ
り
、
そ
の
傷
み

を
自
ら
の
痛
み
と
し
て
対
象
そ
の
も
の
と

な
り
、
生
き
る
。

感
情
移
入
を
美
学
の
根
本
原
理
と
考
え

た
の
は
ド
イ
ツ
の
心
理
学
者
リ
ッ
プ
ス
だ

が
、
ゆ
く
り
な
く
も
、
岩
崎
さ
ん
の
詩
作

の
メ
ト
ー
デ
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
優
れ
た
詩
集
の
誕
生
で
あ

っ
た
。
よ
り
一
層
の
精
進
を
望
み
た
い
。

ま
た
、
北
野
和
博
さ
ん
の
詩
集
「
い
っ

て
き
ま
す
』
が
、
最
後
ま
で
選
考
の
対
象

と
し
て
残
っ
た
。
〈
伊
勢
田
史
郎
〉

国
選
考
経
過

今
回
の
選
考
対
象
は
現
代
詩
。

候
補
に
あ
が
っ
た
の
は
、
鈴
木
絹
代
の

輔
鄭
曝
翫
詫
結
癖
勘
納
謡
謝
郡
睦

者
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

賞
説
句
説
説
説
説
説

催
詩
小
俳
小
詩
小
詩
小
詩
小
詩
小
詩

歴
Ｌ
２
ａ
４
ａ
６
ｚ
８
ａ
Ｑ
典
２
３

厘
１
１
１
１１３１
１

『
よ
か
っ
た
』
、
『
溜
め
て
い
く
』
の
江
口
節
、

「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
・
ス
ト
リ
ー
ト
』
の
小
西
た

み
子
、
『
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
サ
ン
セ
ッ
ト
』

の
望
月
宏
三
郎
、
『
弓
弦
の
森
』
の
岩
崎
風

子
、
「
四
丁
目
の
朝
』
の
玉
川
ゆ
か
、
『
い

っ
て
き
ま
す
』
の
北
野
和
博
、
『
鴫
呼
、
花

の
機
動
隊
』
の
西
谷
民
五
郎
、
『
陽
を
食
む
」

の
中
島
妙
子
ら
。

新
鮮
な
作
風
の
北
野
和
博
と
現
代
詩
ら

し
い
現
代
詩
の
岩
崎
風
子
が
残
る
な
か
、

比
倫
の
世
界
で
の
格
闘
が
評
価
さ
れ
た
岩

崎
風
子
に
決
定
し
た
。

〈
文
中
敬
称
略
〉

子
子
恋
明
子
匡
枝
子
こ
雄
子
雄
子
み
正

美
信
史
う
栄
紀
ら
信
典
秀
雅
さ

と
ゆ
ま

尾
田
西
か
中
巳
辺
田
中
塚
田
元

松
武
山
た
森
田
夏
渡
吉
村
大
増
野

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

論
説
説
説
説
論
説

評
詩
小
詩
小
詩
小
詩
小
詩
評
詩
小

白
■
●
■
●
●
Ｐ
●
●
●
由
■
。

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
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⑪
第
二
十
七
回

い
ま
、
音
楽
愛
好
家
に
も
っ
と
も
注
目

さ
れ
て
い
る
演
奏
家
と
い
う
と
、
多
く
の

人
が
神
戸
出
身
の
鈴
木
雅
明
を
挙
げ
る
だ

ろ
う
。
指
揮
者
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
、
チ
ェ

ン
バ
ロ
奏
者
を
兼
ね
た
彼
の
活
躍
は
、
な

ん
と
も
多
彩
だ
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
第
一
人
者
で
あ
り
、

そ
の
仕
事
は
わ
が
国
で
は
ほ
か
に
類
例
が

な
い
。
と
く
に
バ
ッ
ハ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
の
音
楽
監
督
と
し
て
、
神
戸
松

蔭
女
子
学
院
大
学
の
チ
ャ
ペ
ル
を
本
拠
と

し
、
さ
ら
に
東
京
で
も
年
に
何
回
か
開
か

れ
て
い
る
バ
ッ
ハ
の
「
協
会
カ
ン
タ
ー
タ

全
曲
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
現
在
で
も
数
少
な

回
選
考
委
員
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐

蕊
響敏也さん
く音楽評誼家〉

中西弘則さん
く神戸新聞文化部
音楽担当〉

澱
焔
恥
Ⅳ
鴫
鵡
別
皿
躯
閉
別
路
妬

１
３２

１

侭勤
零ｒｌ

唾昌＝覇Ｆ

蕊
＃
. ■ a 鈴

木
雅
明
に

ゆ
た
か
な
音
楽
性
と
堅
実
な
様
式
観

回
選
考
経
過

昨
年
の
活
動
を
鑑
み
て
、
以
下
の
方
々

ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞

小石忠男さん
く音楽評論鎌〉

い
本
格
的
な
バ
ッ
ハ
演
奏
と
評
価
し
た
い
。

ま
た
神
戸
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ

が
コ
ン
サ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
録
音
を
続
け

て
い
る
Ｃ
Ｄ
は
、
全
世
界
に
供
給
さ
れ
て

非
常
な
好
評
を
得
て
い
る
。

鈴
木
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
活
動
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。
バ
ッ
ハ
や
ブ
ク
ス
テ

フ
ー
デ
の
鍵
盤
音
楽
の
演
奏
も
特
筆
し
て

よ
い
が
、
彼
の
演
奏
は
い
ず
れ
の
分
野
で

も
ゆ
た
か
な
音
楽
性
を
堅
実
な
様
式
観
を

も
っ
て
表
現
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
最
新

の
音
楽
学
の
成
果
が
い
ち
は
や
く
採
用
さ

れ
、
正
統
的
な
古
楽
演
奏
と
し
て
の
規
範

が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
の
主

宰
す
る
バ
ッ
ハ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ジ
ャ
パ

ン
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
器
に
よ
る
合
奏
団

と
古
典
の
唱
法
を
徹
底
さ
せ
た
コ
ー
ラ
ス
、

カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
を
起
用
し
た
独
唱
陣

に
よ
っ
て
、
技
術
的
に
も
世
界
屈
指
の
水

準
に
あ
る
。
こ
う
し
た
活
動
が
鈴
木
雅
明

を
原
動
力
と
し
て
生
み
出
さ
れ
、
神
戸
か

ら
全
世
界
に
発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

私
た
ち
も
誇
り
と
し
て
よ
い
。
彼
ら
の
活

動
に
対
す
る
期
待
は
、
年
ご
と
に
高
ま
る

ば
か
り
で
あ
る
。
爪
右
忠
男
〉

図歴代受賞者

１．川原富子／ピアノ
２．矢野悪一郎／合唱指導
３．上月倫子／バレエ
４．今岡頒子／バレエ
5 ．小石忠男／音楽評論
６．中村茂陸／作曲
７．関晴子／ピアノ
８‘坂本猟／声楽
９．山内鈴子／ピアノ
1 0 ．松本幸三／声楽
1 1 ．伊藤ルミ／ピアノ
１２．井上和世／声楽
1 3 ．末広光夫／ﾛ デｭ ｰ ｽ

が
候
補
に
挙
が
っ
た
。

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
と

し
て
国
際
的
な
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
鈴
木
雅
明
、
ピ
ア
ノ
の
伊
藤
勝
、
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
神
戸
で
は
フ
ル
ー
ト
奏
者
の

矢
野
正
浩
、
阪
哲
朗
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
下
田
展
久
、
ニ
ュ
ー
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
林
せ
つ
。

鈴
木
雅
明
は
、
《
バ
ヅ
ハ
・
コ
レ
ギ
ウ

ム
・
ジ
ャ
パ
ン
》
を
中
心
に
、
神
戸
と
東

京
で
定
期
演
奏
会
を
開
催
、
ま
た
、
Ｃ
Ｄ

は
世
界
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ

と
か
ら
受
賞
が
決
ま
っ
た
。
〈
文
中
敬
称
略
〉

《
音
楽
部
門
》

安芸栄子／声楽
延原武春／指揮
中西党／作I U 1
青井彰／ピアノ
広岡隆正／声楽
戎洋子／ピアノ
大前哲／作曲
中野慶理／ピアノ
、中修二／ピアノ
岡本一郎／リュート
畑儀文／声楽
釜洞祐子／声楽
け-ﾄ･ｴｲド,#洞/bデｭｰｽ
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伊藤誠さん
く美術評論家〉

今
回
の
受
賞
は
、
造
形
作
家
と
し
て
の

宮
崎
み
よ
し
に
対
し
て
と
同
様
、
粘
り
強

い
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
コ
ー
デ
ィ
、
不
イ
タ

ー
と
し
て
の
宮
崎
み
よ
し
の
活
動
も
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
宮
崎
は
造
形
作
家
と
し

て
こ
れ
ま
で
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
の

「
ア
ー
ト
・
ナ
ウ
」
、
「
兵
庫
の
美
術
家
」
等

に
出
品
し
、
日
常
の
体
験
を
反
映
さ
せ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
立
体
作
品
で
注
目
さ
れ
て
き

た
。
こ
う
し
た
作
家
活
動
の
か
た
わ
ら
、

最
近
の
彼
女
は
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
を
舞
台

と
し
た
野
外
現
代
美
術
展
の
企
画
、
運
営

の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
八
面
六
背
の
活

躍
を
展
開
し
て
い
る
。
一
九
九
三
年
か
ら

■
選
考
委
員
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

国
選
考
経
過

絵
画
で
は
河
野
り
え
、
藤
本
由
佳
利
、
周

藍
王
宣
、
坂
口
知
子
、
浜
田
公
子
ら
の
個
展
。

二
紀
会
の
ナ
ガ
ハ
タ
ヨ
シ
コ
、
気
ｗ
兵
庫
の

美
術
家
」
に
出
品
の
上
村
亮
太
、
笹
谷
晃
生
、

善
住
芳
枝
、
宮
崎
み
よ
し
ら
の
作
品
が
印
象

１
３３

１

び

久
祐
二
薫
子
昇
彦
哉
や
三
史
己
ま

晴
政
韮
知
政
文
み
啓
浩
善
み

零

①
●
■
■
●
●
●

■
●
■
●
■

過
お
Ⅳ
廻
廻
加
皿
理
詔
型
窃
妬

●
第
二
十
七
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
《
美
術
部
門
》

粘
り
強
い
オ
ー
ガ
ー
ナ
イ
ザ
Ｉ
、
造
形
作
家
と
し
て
活
躍

宮
崎
み
し
《
１
）
に

河崎晃一さん中島徳博さん
く芦屋了施工美術博物館〉〈兵庫県立近代美術館〉

生
耕
文
意
智
和
彦
治
忠
判
代
治
保
明

牧
保
向
相
文
貞
武
通
豊
志
則

佳

口
本
西
原
藤
本
尾
谷
下
崎
原
田

山
丸
小
藤
斎
鄭
山
堀
榎
松
木
宮
藤
武

者
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

》
獅
坪
緬
緬
痴
麺
純
銀
坪
極
痴
錘
痴
鐸

歴
Ｌ
２
ａ
４
５
ａ
Ｅ
ａ
９
Ｑ
Ｌ
２
ａ
４

ｍ
１
１
１
１
１

川
原
松
本
山
中
田
津
山
尾
井
田
崎

石
松
植
松
杉
田
坪
木
片
牛
中
奥
赤

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

面
面
形
刻
形
刻
画
画
両
刻
画
画
画

平
平
造
彫
造
彫
絵
絵
版
彫
絵
絵
版

始
ま
っ
た
こ
の
展
覧
会
は
、
宮
崎
を
中
心

と
し
た
神
戸
の
作
家
た
ち
の
ゆ
る
や
か
な

繋
が
り
を
ベ
ー
ス
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も

の
だ
っ
た
が
、
あ
の
大
震
災
を
間
に
挟
み

な
が
ら
、
今
で
は
毎
年
夏
の
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
確
実
に
浸
透
、
定
着
し
つ
つ

あ
る
。
特
に
大
震
災
以
後
、
こ
の
野
外
展

が
沈
滞
し
か
け
た
神
戸
の
美
術
界
に
大
き

な
刺
激
と
励
ま
し
を
与
え
た
こ
と
の
意
義

は
特
筆
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
造
形
作
家
と

し
て
の
宮
崎
と
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
運

営
者
と
し
て
の
宮
崎
が
本
質
的
な
部
分
で

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
勢
の
野

心
的
作
家
に
働
き
か
け
、
諸
々
の
経
済
的
、

社
会
的
、
人
間
的
問
題
を
乗
り
越
え
て
ひ

と
つ
の
展
覧
会
を
実
現
す
る
と
い
う
、
そ

の
全
プ
ロ
セ
ス
自
体
が
、
優
れ
て
創
造
的

な
行
為
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
今
後
の
宮
崎
の
作
品
に
も
反
映

し
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。
〈
中
島
徳
博
〉

に
残
っ
た
。
立
体
で
は
古
巻
和
芳
、
中
田
誠
、

南
京
町
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
パ
ワ
ー
あ
る
個
展

が
目
を
引
い
た
山
口
さ
と
こ
。
新
人
で
は
加

古
川
市
の
全
国
公
募
・
川
の
絵
画
展
で
大
賞

を
取
っ
た
竹
中
正
博
の
日
本
画
が
象
徴
的
か

つ
大
胆
な
作
品
と
し
て
注
目
。
今
回
の
選
考

の
特
徴
と
し
て
作
品
の
み
で
は
な
く
文
化
活

動
も
評
価
対
象
と
し
て
加
味
さ
れ
た
。
ど
ん

ぐ
り
銀
行
の
提
唱
者
マ
ス
ダ
マ
キ
コ
、
新
し

い
試
み
を
発
表
し
続
け
る
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
杉
山
知

子
。
最
終
的
に
は
現
代
ア
ー
ト
野
外
展
の
中

心
的
役
割
を
果
た
し
た
宮
崎
み
よ
し
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
的
で
も
あ
り
作
家
と
し
て
の
仕

事
を
評
価
さ
れ
全
員
一
致
で
決
定
し
た
。

〈
文
中
敬
称
略
〉
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心
第
二
十
七
回

太
田
由
利
に

恵
ま
れ
た
資
質
と
姿
態
が
、
や
が
て
大

輪
の
花
を
咲
か
せ
る
…
と
、
デ
ビ
ュ
ー
当

時
の
太
田
由
利
さ
ん
に
、
す
で
に
期
待
す

る
も
の
が
あ
っ
た
。

江
川
バ
レ
エ
団
で
の
研
鐙
と
、
あ
く
な

き
精
進
が
、
彼
女
を
み
ご
と
に
み
が
き
あ

げ
た
。余

分
な
も
の
を
落
と
し
て
、
た
だ
祈
り

に
も
似
た
表
現
を
つ
く
し
た
「
ホ
フ
マ
ン

物
語
」
で
の
彼
女
の
動
き
に
、
一
人
の
女

の
ド
ラ
マ
が
充
分
に
語
ら
れ
、
感
動
を
味

わ
わ
せ
て
く
れ
た
。

心
か
ら
の
拍
手
で
彼
女
の
芸
術
を
讃
え

た
い
と
思
う
。
〈
岡
田
美
代
〉

回
選
考
委
員
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
１
１
ｌ

Ⅱ

1 4 . 映画／白羽弥仁
1 5 . 邦獅/松本尚蒔
1 6 . 笑クリエイト社／楠本喬章
刀･ フラメンコ／東仲一矩
, 8 . 能楽／久田徹二
, 9 . 邦楽／大和楽「蘭の会」
2 0 . 貞松・浜田バレエ団
2 1 . 邦舞／花柳芳圭次
2 2 . 演劇／劇団四紀会
2 3 バレエ／貞松正一郎
2 4 狂言／菩竹忠一郎
2 5 . 邦舞／花柳小三郎
2 6 邦舞／若柳吉金吾

《
舞
台
芸
術
部
門
》

！ 峰
Ｉ

鐸
■Ｐ

〆＝、一 バ
レ
エ
界
の
大
輪
の
花

国歴代受賞者

１. 邦舞/ 花柳芳恵一子
2 邦舞／若柳吉由二
3 能楽／吉井順一
4 . 邦舞／花柳芳五三郎
5 . 邦舞／花柳吉竪
6 . 邦舞／藤間緑寿郎
7 邦舞／尾上菊見
8 . 能楽／藤井徳三
9 . 仮格手庵歌舞伎／海野光子
１０.澗削/ｺﾒデｨ・ド‘フーケツ
1 1 . ﾓ グﾝ ダﾝ ｽ ／加藤誉よ子
１２.舞踏／藤田佳代
１３. 邦舞／花柳五三輔

山本忠勝さん
く神戸新聞編集委員〉

１
３４

１

佐野漣箕さん

〈取蕊夏禦長〉
岡田美代さん

〈洩出家〉

軍

の
「
白
鳥
の
湖
」
も
頑
張
り
を
見
せ
、
県

の
バ
レ
エ
界
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
し

た
。
安
定
し
た
実
力
の
貞
松
・
浜
田
バ
レ

エ
団
の
秋
定
信
哉
も
楽
し
み
。
阿
藤
久
子

の
フ
ラ
メ
ン
コ
リ
サ
イ
タ
ル
は
ス
カ
ッ
と

し
た
気
持
ち
の
い
い
振
付
が
光
っ
た
。

演
劇
で
は
、
全
国
初
の
県
立
劇
団
で
あ

る
尼
崎
の
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
が
、
文
化
庁
芸

術
祭
賞
演
劇
部
門
芸
術
祭
優
秀
賞
、
紀
伊

国
屋
演
劇
賞
を
受
賞
し
た
。

今
年
は
、
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
ま
で
行
き

届
い
た
神
経
の
細
や
か
さ
と
子
ど
も
の
扱

い
に
定
評
の
あ
る
江
川
バ
レ
エ
・
ス
ク
ー

ル
の
太
田
由
利
に
受
賞
が
決
ま
っ
た
。

〈
文
中
敬
称
略
〉

画
選
考
経
過

日
舞
で
は
、
若
柳
吉
金
吾
が
「
若
柳
吉

金
吾
の
舞
踊
」
を
成
功
さ
せ
、
地
唄
舞
の

大
和
松
蒔
は
上
方
舞
で
新
境
地
を
開
い

た
。
ま
た
、
花
柳
呂
月
の
卒
寿
を
記
念
し

た
「
卒
寿
を
祝
う
呂
月
の
会
三
ッ
桜
会
」

は
「
月
」
、
「
四
季
の
山
姥
」
な
ど
の
演
目

で
好
評
を
博
し
た
。
花
柳
五
三
輔
の
兵
庫

県
芸
術
奨
励
賞
の
受
賞
も
見
逃
せ
な
い
。

大
和
楽
の
大
和
三
千
世
の
活
躍
に
も
期
待

し
た
い
。

洋
舞
で
は
、
江
川
バ
レ
エ
・
ス
ク
ー
ル

の
太
田
由
利
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
自
分

の
身
体
を
よ
く
知
っ
た
や
わ
ら
か
い
バ
レ

エ
で
、
振
付
の
深
川
秀
夫
と
の
コ
ン
ビ
ネ

ー
シ
ョ
ン
も
抜
群
。
兵
庫
県
洋
舞
家
協
会

ブ
ル
ｉ
メ
ー
ル
賞

悪
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守

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
・
神
戸
で
は
、
衣

食
住
と
い
う
生
活
文
化
を
彩
る
す
べ
て
の

も
の
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
み
な
し
て
、
他

府
県
を
は
じ
め
海
外
に
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

情
報
発
信
と
い
う
点
で
は
、
ま
だ
ま
だ
神

戸
の
良
さ
が
充
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
震
災
後
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
取

り
払
う
べ
く
、
神
戸
と
い
う
お
酒
落
な
街

に
ぴ
っ
た
り
の
店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
大
丸
神
戸
店
が
注
目
さ
れ
た
。

ネ
オ
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
石
造
り
の
外
観
、

ガ
ス
燈
や
回
廊
に
彩
ら
れ
た
店
周
辺
、
店

国
選
考
委
員
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
，
‐

小泉美喜子
く本誌緬集長〉

鈴木章子さん藤本ハルミさん
( 神戸ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ 洩門学樹交長〉〈デザイナー〉

回歴代受賞者

1 ．デザイナー/ 藤本ハルミ
2 . 神戸肺賜| 轄福祉ｾ ﾝ ﾀ ｰ ／
米田博司

3 ．ﾆ ｯ ﾄ テｲ ﾅ ｰ ／市野木悦子
４ｺ ｳ ベｭ ﾆ ｧ ﾃ ｰ ﾗ ｰ ズ／ｍｊｍ
５・ｱ ｰ ﾄ ﾌ ﾗ ﾜ ｰ ／太田タマコ
6.ｺｳぺﾌｧｯ ｼ ｮ ﾝ ｿ ｻ ｴ ﾃ ｨ／KrS
7 ・パール／「真珠の街･ 神
戸」を考えるプロジェク
トチーム

8 ．家具／神戸市家具青年会
9．ｺ ｳベﾌ ｧ ｿ ｼ ｮ ﾝ ﾓデﾘ ｽ ﾄ /畑1
1 0 ．普道家／望月美佐

恩蕊一
《
一
言

●
第
二
十
七
回

大
丸
神
戸
店
に

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
・
旧
居
留
地
の
シ
ン
ボ
ル

心
と
し
て
新
店
舗
オ
ー
プ
ン
及
び
本
社
機

能
を
移
娠
し
、
新
境
地
で
が
ん
ば
る
モ
ン

テ
・
オ
ヴ
エ
ス
ト
な
ど
と
い
う
ト
ア
ロ
ー

ド
エ
リ
ア
や
、
灘
五
郷
を
お
酒
落
で
楽
し

い
観
光
地
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
さ
せ

た
神
戸
酒
心
館
も
選
考
対
象
に
。
神
戸
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
も
毎
年
実
力
を
伸
ば
し
て
き
て
お
り
、

ベ
テ
ラ
ン
で
は
「
ダ
ン
ス
の
中
の
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
藤
井
美

智
子
の
第
加
回
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ

が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
都
市
・
神
戸
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
大

丸
神
戸
店
に
決
定
し
た
。
〈
文
中
敬
称
略
〉

ｎ．ｺｳﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ ｸ ﾘ ｴ ｰ ﾀ ｰ / K R C
, 2．ｙｬｰ ﾅ ﾘ ｽ ﾄ／村上和子
１３．デザイナー／中村一夫
理柴田グループ代表／
柴田音吉

, 5 ．デザイナー／丹野最世子
] 6 ．デザイナー／大西節子
Ⅳ. 旗の作家／綿1 悪子
１８．メガネ／服部メガネ店
,9．ｱｰﾄ ﾌ ﾗ ﾜ ｰデｲﾅｰ／
佐藤悦伎

20．ﾎﾃﾙゴー ﾌﾙﾘｯﾂﾌｧｯｼｮﾝﾗｲ
プﾗ ﾘ ｰ 賊／山本芳樹

１
３５

１

内
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
屋
上
の
英
国
式
ガ

ー
デ
ン
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
は
も
ち
ろ
ん
、

吹
き
抜
け
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
利
用
し
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
ソ
フ
ト
面
も

お
酒
落
好
き
神
戸
っ
子
に
は
た
ま
ら
な
く

う
れ
し
い
榊
成
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で

他
に
比
類
を
見
な
い
こ
の
百
貨
店
は
、
神

戸
市
民
の
自
慢
の
種
で
あ
る
。

復
興
の
元
気
付
け
と
な
る
、
旧
居
留
地

の
シ
ン
ボ
ル
的
同
店
か
ら
様
々
な
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
提
案
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
、
今
回
の
受
賞
決
定
と
な
っ
た
。

〈
小
泉
美
喜
子
〉

国
選
考
経
過

藤
本
ハ
ル
ミ
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日

本
年
に
パ
リ
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を

開
き
、
日
仏
伝
統
工
芸
の
融
合
に
力
を
添

え
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
。
オ
ル
ビ
ス

ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
や
設
備
の
素
晴
ら
し

さ
が
群
を
抜
い
て
い
た
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
美
術
館
や
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
コ
ン
ポ
ー
ズ

ド
開
催
地
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
と

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
は
今
後
も
注
目
株
。
ル

ミ
ナ
リ
エ
開
催
時
、
朝
日
ビ
ル
－
Ｆ
で
の

フ
ェ
リ
シ
モ
は
企
画
の
斬
新
さ
が
評
価
さ

れ
た
。
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
な
ど
街

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
、
山
西
真
理
社
長
を
中

ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
《
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
》
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ｌ
記
Ｉ

向
で
謀
計
さ
れ
た
が
、
内
装
は
予
算
と
時
間
の

問
題
で
多
く
は
ボ
ー
ド
下
地
に
ク
ロ
ス
、
ま
た

は
嫁
階
調
塗
装
と
い
う
仕
様
で
解
茨
し
た
。
そ

の
中
で
、
明
滑
時
代
に
神
戸
で
活
躍
し
た
Ａ
Ｎ
・

ハ
ン
セ
ル
の
自
邸
と
し
て
獄
読
奴
さ
れ
た
シ
ュ
エ

ケ
邸
は
、
本
焔
附
な
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
ス
タ
イ

ル
の
堂
々
た
る
陣
蕊
で
あ
る
が
、
内
部
も
イ
ギ

リ
ス
の
職
人
た
ち
に
よ
っ
て
美
し
い
モ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
も
含
め
て
プ
ラ
ス
タ
ー
仕
上
げ
で
復
元

さ
れ
た
。
叩
窪
群
時
代
に
デ
ザ
イ
ン
は
一
基
国
人
が

行
い
、
日
本
の
職
人
の
撞
伽
で
造
ら
れ
た
建
物

が
、
お
お
よ
そ
１
０
０
年
後
の
失
態
嬬
災
の
後
は
、

復
元
設
計
デ
ザ
イ
ン
を
日
本
人
の
私
達
が
行

い
、
墓
国
人
職
人
の
技
術
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
東
一
四
又
化
、
特
漆
型
笠
派

の
而
日
さ
券
感
じ
さ
せ
る
出
来
事
で
あ
る
。

３
年
後
の
今
年
の
１
月
Ⅳ
Ｒ
、
異
人
館
の

修
復
の
様
子
を
書
い
た
豆
〈
入
館
復
興
」
が

小
鱒
版
さ
れ
た
。
色
々
な
多
く
の
写
真
と
と
も

に
、
細
か
い
デ
ィ
テ
ー
ル
や
胸
を
う
つ
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
一
読

い
た
だ
き
た
い
。

園
異
人
館
復
興
住
ま
い
の
図
書
館
出
版
局
発
行

２
３
０
０
円

４
月
の
終
わ
り
、
北
野
・
山
本
地
区
の
異

人
館
が
、
附
属
屋
も
含
め
て
ほ
ぼ
帥
％
復
興

す
る
。
大
震
災
に
よ
る
異
人
館
の
破
損
や
崩

壊
は
、
目
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
惨
状
で

あ
っ
た
が
、
あ
の
時
か
ら
３
年
３
ヶ
月
た
っ

た
今
、
観
光
客
も
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
地
区
に
も

ど
っ
て
き
て
、
や
っ
と
震
災
前
の
姿
に
も
ど

り
つ
つ
あ
る
。
震
災
後
、
取
り
壊
さ
れ
た
り
、

移
築
の
た
め
に
解
体
さ
れ
た
異
人
館
も
あ
る

が
…
。私

は
震
災
後
、
５
棟
と
附
属
屋
２
棟
の
異

人
館
修
復
設
計
監
理
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
後

の
お
棟
あ
ま
り
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
く
れ

た
建
築
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ

た
。
あ
の
様
な
状
況
。
自
宅
は
全
壊
し
、
夫

は
足
の
骨
を
折
り
、
事
務
所
の
建
物
は
倒
壊

は
し
な
か
っ
た
も
の
の
室
内
は
壊
滅
状
態

で
、
大
阪
に
仮
事
務
所
を
移
す
と
い
う
中
で
、

よ
く
こ
の
よ
う
な
仕
事
が
出
来
た
も
の
で
あ

る
と
今
さ
ら
な
が
ら
に
感
慨
深
く
思
う
。
こ

の
仕
事
の
中
で
、
私
は
色
々
な
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
発
見
し
、
文
化
や
技
術
、
デ
ザ
イ
ン

の
伝
承
と
創
造
の
面
白
さ
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。

神
戸
の
異
人
館
は
、
一
般
的
に
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
と
も
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
タ
イ

ル
と
も
呼
ば
れ
る
様
式
で
つ
く
ら
れ
て
い

る
。
外
壁
は
下
見
板
張
り
か
、
そ
の
後
の
改

造
に
よ
る
モ
ル
タ
ル
塗
り
、
内
部
は
モ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
で
飾
ら
れ
た
漆
喰
塗
り
、
上
げ
下

げ
の
た
て
長
窓
。
木
製
の
ペ
ン
キ
塗
り
の
ブ

ラ
イ
ン
ド
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
異
人
館
の
崩
れ
た
現
場
に
行
っ
て
み
て
、

壁
の
中
に
竹
小
舞
や
あ
ら
土
壁
、
漆
喰
を
天

井
に
安
定
さ
せ
る
た
め
の
麻
糸
の
ト
ン
ボ
の

垂
れ
下
が
り
を
み
た
時
、
不
思
議
な
感
動
を

覚
え
た
。
外
観
は
洋
風
で
も
、
内
部
、
射
体

は
日
本
の
大
工
や
左
官
に
よ
る
昔
な
が
ら
の

技
術
で
建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
構
造
的
に
も
洋
小
屋
組
み
は
３
棟
の
み

で
、
あ
と
は
ち
ゃ
ん
と
し
た
和
小
屋
組
み
、

柱
と
梁
が
日
本
的
な
架
構
で
組
ま
れ
た
壁
は

日
本
古
来
の
負
構
造
で
あ
っ
た
。
木
材
は
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
転
用
材
で
あ
っ
た
こ
と
に
も

驚
か
さ
れ
た
。

修
復
に
あ
た
っ
て
、
結
果
的
に
は
、
外
部
は

街
並
み
保
存
の
た
め
な
る
べ
く
復
悪
作
ず
る
方

エ毒
“

シュエケ邸南面外観

右上：小屋組の部分補強右下：２階寝室の壁漆
喰の落下左：英国人左官職人による作業

」

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



北欧の銘菓

ふたりの気持ち

△スイートカッフﾂ ル SＡＭＯＴＯＣＬＩＮＩＣ

ママといっしょに

ユール仏旬刀ｴ ｸ I．式
社

株
会

洋酒のかおり、チョコレートの味わい
ふたりの気持ちを、この銘菓に託して 赤ちゃん:野津皐月ちゃん(平成9年５月2 0日生まれ）

ママ:幸子さん
｢ 思いやりのある子になってね｡ 」￥1 , 5 0 0

社〒6 5 1 - 2 1 1 7 神戸市西区北別府２－１－２
趣 ☆佐本産科・婦人科☆

佐本学
神戸市兵庫区中道通4 1 - 1 5

T E L : 0 7 8 - 5 7 5 －1 0 2 4 ( 病室T日- , 7 8 - 5 7 7 - 7 0 3 4 ）

本

3７

T E L O 7 8 - 9 7 4 e 7 5 6 F A X O 7 8 - 9 7 4 - 9 7 5 8
ブライダルギフト〒５５８大阪市住吉区刈田町７－１２－１９
事業部・大阪T E L O 6 - 6 9 7 - 9 4 3 5 F A X O 6 - 6 9 7 - 4 1 8 8

市バス上沢４停南スグ
●駐車場完備●

グランドール神戸市中央区熊内町１丁目８－２３
熊内店T E L O 7 8 - 2 3 1 - 1 4 2 8
さんちか店三宮さんちかスイーツタウン内

ＴＥＬＯ７８－３９１－３５５８
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●
小
室
豊
允
の
《
夢
鼎
談
》

☆
世
界
一
の
長
大
橋
を
支
え
る
技
術

小藤貝
室原原 夢

の
架
け
橋
、
希
望
の
光

明
石
海
峡
大
橋
い
よ
い
よ
開
通

小
室
今
日
は
神
戸
市
垂
水
区
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
山
に
あ
る
井
植

記
念
館
に
来
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
は
素
晴
ら
し
い
場
所
で
す
ね
。

貝
原
明
石
海
峡
大
橋
が
一
望
に
で
き
る
と
て
も
美
し
い
眺
め

で
す
。

小
室
明
石
海
峡
大
橋
は
、
我
々
が
子
供
の
こ
ろ
に
は
「
夢
の

架
け
橋
」
と
言
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
い
よ
い
よ
「
現

実
」
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
工
事
に
は
何
年
か
か
り
ま
し
た
か
。

藤
原
調
査
を
始
め
て
か
ら
四
十
年
、
現
地
着
工
か
ら
も
す
で

に
十
年
目
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、

今
年
四
月
の
開
通
目
前
と
な
り
ま
し
た
。

橋
梁
と
い
う
の
は
架
け
る
場
所
の
自
然
条
件
に
合
っ
た
よ
う

に
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
、
自
前
の
技
術
を
開
発
し
な

が
ら
こ
こ
ま
で
き
た
関
係
者
の
苦
労
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
調
査
か
ら
設
計
、
施
工
、
材
料
面
の
開
発
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
技
術
開
発
が
な
さ
れ
、
特
許
や
実
用
新
案
は
お
そ

ら
く
百
件
を
超
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。

俊
民
〈
兵
庫
県
知
事

良
一
〈
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
総
裁

豊
允
《
姫
路
濁
協
大
学
経
済
情
報
学
部
長
》

小
室
私
は
タ
コ
が
大
好
き
な
ん
で
す
が
、
な
ぜ
明
石
の
タ
コ

が
お
い
し
い
か
と
い
う
と
「
明
石
の
タ
コ
の
立
ち
泳
ぎ
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
、
潮
の
流
れ
が
速
い
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
場
所
に

橋
を
架
け
る
の
は
、
特
別
な
苦
労
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

藤
原
水
深
が
深
い
で
す
し
、
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
潮
流
が
秒

速
四
・
五
メ
ー
ト
ル
で
す
か
ら
、
非
常
に
困
難
な
自
然
条
件
に

対
時
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
ま
た
日
に
千
四
百
隻
も
の
船
舶
が

行
き
来
す
る
航
路
な
の
で
、
そ
う
い
う
面
で
も
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
に
も
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
室
工
事
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
な
ど
は
お
ら
れ
ま
す
か
。

藤
原
幸
い
な
こ
と
に
工
事
期
間
中
に
死
亡
事
故
は
一
件
も
な

い
ん
で
す
。
完
成
ま
で
後
少
し
で
す
が
、
こ
れ
は
守
ら
な
い
と
。

小
室
こ
の
橋
を
作
る
技
術
を
こ
れ
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
の
は

惜
し
い
の
で
、
ぜ
ひ
次
は
紀
淡
海
峡
…
紀
州
（
和
歌
山
）
と
淡

路
を
結
ぶ
と
か
、
将
来
は
外
国
で
島
で
困
っ
て
お
ら
れ
る
と
こ

ろ
に
行
っ
て
橋
を
か
け
て
あ
げ
る
と
か
、
公
団
の
仕
事
は
ま
だ

ま
だ
あ
り
ま
す
ね
。

藤
原
素
晴
ら
し
い
技
術
と
経
験
の
蓄
積
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

“
夢
の
架
け
橋
”
と
し
て
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
以
来
四
十
年
、

三
年
前
の
未
曾
有
の
震
災
も
乗
り
越
え
て
、
い
よ
い
よ
夢
が

現
実
と
な
り
、
こ
の
四
月
五
日
に
明
石
海
峡
大
橋
が
開
通
し

ま
す
。
建
設
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
今
後
も
た
ら

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
ま
で
、
橋
を
め
ぐ
る
あ

れ
こ
れ
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
３８

１
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も
の
で
す
。
そ
し

』Ｉ
左から小室さん、貝原さん、藤原さん

た
ん
で
す
か
ら
、
世
界
の
た
め
に
も
、
国
内
で
も
海
峡
横
断
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
離
島
架
橋
の
課
題
も
あ
り
ま
す
し
、
少
し
で
も

み
な
さ
ん
の
お
役
に
た
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
室
世
界
の
長
大
橋
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
か
。

藤
原
今
世
界
で
一
番
大
き
い
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ン
バ
ー

橋
で
、
中
央
ス
パ
ン
が
千
四
百
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
で
す
。
対
し

て
明
石
大
橋
は
中
央
ス
パ
ン
が
千
九
百
九
十
メ
ー
ト
ル
、
全
長

は
約
四
キ
ロ
で
す
か
ら
。

小
室
世
界
一
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
橋
が
出
来
る
と
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。
道
路
網
は
、
大
動
脈

で
あ
る
山
陽
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し
て
い
ま
す
し
。

貝
原
関
西
圏
と
い
う
大
消
費
地
が
四
国
と
一
体
と
な
り
、
兵

庫
の
産
業
づ
く
り
は
も
と
よ
り
、
関
西
・
瀬
戸
内
圏
の
経
済
発

』

Ｅ９１

謹 謹

い
ま
再
び
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
を
贈
ろ
う
と
い
う

し
て
、
そ
の
建
設
地
に
淡
路
島
を
選
ん
だ
の
で

１
３９

１

な
る
日
本
に
、

小
室
私
は
、
橋
を
ど
う
使
う
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
を
随
分
見
に
行

き
ま
し
た
。
周
辺
を
調
べ
た
り
、
橋
の
使
い
方
を
研
究
し
て
き

た
ん
で
す
が
、
や
は
り
橋
が
架
か
つ
た
だ
け
で
は
だ
め
で
、
地

元
の
人
が
い
か
に
使
っ
て
く
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
肝
心
で
す
。

藤
原
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
ね
。
明
石
海
峡
大
橋
は
科
学
の

粋
と
し
て
の
価
値
が
あ
り
ま
す
し
、
周
辺
の
自
然
と
調
和
す
る

構
造
物
Ｉ
観
光
資
源
と
し
て
も
使
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
や

は
り
橋
は
人
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
、
人
々
も
地
域
も
豊
か
に

な
っ
て
い
た
だ
く
の
が
目
的
で
す
。

小
室
橋
が
着
工
に
な
る
時
、
環
境
破
壊
と
い
う
こ
と
で
問
題

に
な
り
ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
を
見

て
み
ま
す
と
、
橋
が
「
も
う
ひ
と
つ
の
景
観
」
を
作
り
あ
げ
て

い
る
。
そ
う
い
う
面
も
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
で
す
ね
。

藤
原
明
石
海
峡
大
橋
は
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
れ
る
と

思
い
ま
す
。
橋
を
眺
望
で
き
る
絶
好
の
場
所
に
公
園
施
設
な
ど

が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
し
。

小
室
そ
う
い
う
周
辺
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
や
っ
て
お
ら
れ

る
の
が
貝
原
知
事
な
ん
で
す
が
、
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
橋

の
開
通
に
合
わ
せ
て
進
行
し
て
い
ま
す
ね
。

貝
原
フ
ラ
ン
ス
か
ら
日
本
に
、
日
仏
友
好
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
贈
り
た
い
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
、
建
国
百
年

を
迎
え
た
若
き
国
家
ア
メ
リ
カ
に
、
「
自
由
の
女
神
」
を
贈
り
、

二
十
世
紀
の
テ
ー
マ
”
自
由
“
の
象
徴
と
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン

ス
は
、
二
十
一
世
紀
の
課
題
を
真
の
”
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
“
に

求
め
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
を
結
び
、
ア
ジ
ア
と
の
架
け
橋
と
も

展
や
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

☆
二
十
一
世
紀
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
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☆
大
橋
開
通
で
進
む
震
災
復
興

み
合
わ
せ
で
、
ハ
ー
ド
面
か
ら
の
価
値
も
大
き
い
ん
で
す
が
、

私
は
ま
さ
し
く
″
ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
″
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
「
つ

な
ぐ
」
と
い
う
効
果
が
非
常
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

言

す
。
淡
路
島
に
は
国
生
み
の
伝
説
が
あ
り
、
美
し
い
自
然
景
観

が
豊
か
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
淡
路
島
が
位
置
す
る

大
阪
湾
は
、
世
界
一
の
吊
り
橋
を
は
じ
め
、
神
戸
港
や
関
西
国

際
空
港
な
ど
世
界
で
も
有
数
の
陸
・
海
・
空
の
交
通
結
節
点
が

形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
国
際
的
な
交
流
の
舞
台
と
し
て
大
い
な

る
飛
躍
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
わ
け
で
す
。

小
室
橋
の
か
か
る
五
年
く
ら
い
前
で
し
ょ
う
か
、
兵
庫
県
で

我
々
学
者
が
集
ま
り
ま
し
て
、
明
石
海
峡
大
橋
は
二
十
世
紀
と

二
十
一
世
紀
に
と
っ
て
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
ん
だ
ろ
う
と
い

う
話
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ひ
と

つ
の
時
代
の
テ
ー
マ
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん

で
す
よ
。
こ
う
い
う
長
大
橋
と
い
う
の
は
鉄
と
高
度
技
術
の
組

ｕ

ｌ
‐
‐
。
且
凶

司
馴
酬
皿
肌
酬
ロ
型

１
４０

１

r､?星
些

く
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
兵
庫
県
は
ま
す
ま
す
拠
点
性
を
高
め
、

ど
ん
ど
ん
産
業
の
立
地
、
物
流
業
界
の
企
業
立
地
な
ど
が
進
ん

で
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

貝
原
そ
う
で
す
ね
。
橋
の
効
用
の
第
一
は
、
周
辺
住
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
の
利
便
性
向
上
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
第
二
は
、

新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
効
用
。
そ
し
て
、
画
家
の
東

山
魁
夷
さ
ん
や
光
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
石
井
幹
子
さ
ん
な
ど

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
橋
梁
照
明
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
明
石
海
峡
の
景
観
に
調
和
し
た
王
冠
の
よ
う
な
美
し
い
姿
、

そ
し
て
、
そ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
夜
空
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
灯

ｌ
こ
の
輝
く
象
徴
と
も
い
え
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
多
く
の

人
々
を
魅
了
す
る
兵
庫
の
新
名
所
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
私
が
大
き
な
効
果
を
期
待
し
て
い
る
の
は
、
産
業
面

で
す
。
製
造
業
の
立
地
動
向
を
見
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
は
、
都

市
か
ら
地
方
へ
の
移
動
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
傾
向
が
最

近
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

小
室
都
市
の
方
に
戻
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
か
。

貝
原
都
心
部
周
辺
に
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
や
加
工
場
を
作
り
、

他
か
ら
持
っ
て
き
た
半
製
品
を
多
様
化
す
る
消
費
者
の
要
求
に

合
わ
せ
て
、
加
工
し
、
完
成
品
を
出
荷
し
て
い
る
の
で
す
。
そ

こ
で
交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
っ
た
兵
庫
県
が
非
常
に
注
目
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
。
現
に
昨
年
の
企
業
立
地
件
数
を
見
る
と
、
兵

庫
県
は
日
木
一
・
震
災
か
ら
の
産
業
復
興
に
は
未
だ
多
く
の
課

題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
体
的
に
は
、
非
常
に
活
気
が
出

藤原良一さん 貝原俊民さん

藤
原
人
も
モ
ノ
も
情
報
も
橋
を
通
っ
て
行
き
交
う
わ
け
で
、

橋
は
一
大
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
す
か
ら
ね
。
交
通
の

安
定
性
が
増
す
こ
と
で
、
地
元
の
人
々
の
生
活
・
行
動
範
囲
も

広
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
産
業
も
物
流
か
ら
し
て
変
わ
っ
て

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



小
室
大
橋
に
関
連
し
て
淡
路
島
、
神
戸
の
両
方
に
国
営
公
園

も
作
ら
れ
ま
す
し
、
県
立
の
淡
路
島
公
園
も
あ
り
ま
す
ね
。

貝
原
公
園
島
の
核
と
な
る
の
が
淡
路
島
国
際
公
園
都
市
で
す
。

こ
こ
で
は
、
眼
下
に
広
大
な
国
営
明
石
海
峡
公
園
や
大
阪
湾
が

広
が
る
「
淡
路
夢
舞
台
」
の
建
設
を
推
進
、
素
晴
ら
し
い
景
観

を
い
か
し
な
が
ら
、
ホ
テ
ル
や
展
望
台
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
国
際

会
議
場
な
ど
を
配
置
し
、
感
動
と
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
大
き
く
広

が
る
交
流
の
ス
テ
ー
ジ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十

二
年
に
は
国
際
園
芸
・
造
園
博
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０

０
」
が
開
か
れ
る
な
ど
、
世
界
の
人
々
の
心
と
文
化
が
交
流
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
都
市
と
し
て
、
脚
光
を
浴
び
る
日
も

近
い
は
ず
で
す
。
併
せ
て
、
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
拠
点
づ
く
り
を

全
島
で
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
春
に
は
、
四
季
を
通
じ
て
百
花

練
乱
の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
を
演
出
す
る
「
あ
わ
じ
花
さ
じ
き
」

や
世
界
の
名
所
を
再
現
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ワ
ー
ル
ド
や
大
観
覧

車
も
備
え
た
「
淡
路
ワ
ー
ル
ド
パ
ー
ク
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
」
な

ど
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ま
た
、
花
と
緑
を
担
う
人
材
の
育
成

に
対
し
、
景
観
園
芸
を
専
門
と
す
る
「
淡
路
園
芸
学
校
（
仮
称
）
」

を
来
年
春
に
開
校
す
べ
く
、
そ
の
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
室
先
日
、
淡
路
の
人
と
お
話
し
た
ら
、
「
息
子
が
こ
ん
な
狭

い
島
は
い
や
だ
」
と
出
て
い
っ
た
と
言
っ
て
嘆
く
ん
で
す
よ
。

し
か
し
実
は
淡
路
島
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ハ
ワ
イ
の
オ
ワ
フ

島
と
同
じ
大
き
さ
。
つ
ま
り
観
光
で
頑
張
ろ
う
と
な
れ
ば
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
に
も
な
れ
ば
オ
ア
フ
島
の
よ
う
に
も
な
る
、

大
変
な
潜
在
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
し
か
も
淡

路
島
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
に
比
べ
れ
ば
、
緑
比
率
が
非
常

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
自
然
景
観
や

交
流
基
盤
を
最
大
限
に
い
か
し
て
い
け
ば
、
「
世
界
の
公
園
島
」

と
し
て
飛
躍
す
る
こ
と
は
決
し
て
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
震
災
か
ら
三
年
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
ま
だ
傷
も
あ
る
ん

で
す
が
、
明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
が
、
闇
の
向
こ
う
の
希
望
の

光
を
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。郷

却
植
記
念
館
で
〉

小
室
橋
の
完
成
は
や
は
り
、
特
に
淡
路
島
に
と
っ
て
は
非
常

に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

貝
原
戦
後
ま
も
な
い
こ
ろ
、
淡
路
烏
と
明
石
市
を
結
ぶ
連
絡

船
で
は
、
海
難
事
故
が
非
常
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
明

石
海
峡
大
橋
は
、
こ
う
し
た
淡
路
島
の
人
た
ち
の
切
実
な
願
い

か
ら
は
じ
ま
っ
た
計
画
で
す
。
実
際
に
は
生
活
、
教
育
、
産
業

な
ど
も
っ
と
広
範
囲
な
分
野
で
、
い
ろ
い
ろ
な
効
果
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
一
方
で
、
先
に
大
鳴
門
橋
が
出
来
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

淡
路
島
民
の
皆
さ
ん
に
は
橋
桁
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
淡
路
島
の
皆
さ
ん
と
行

政
で
多
く
の
議
論
を
し
て
き
た
の
で
す
が
、
淡
路
島
と
い
う
の

は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
な
か
に
あ
っ
て
、
「
花
と
ミ
ル
ク
と

オ
レ
ン
ジ
の
島
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
温
暖
で
風
光
明
順
あ
ふ
れ

る
地
で
す
。
大
都
市
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
て
も
、
淡
路
島
に

は
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
人
と
自
然
が
調
和
し
、
快
適
な
生
活
空
間
と
多
彩
な

交
流
空
間
を
併
せ
持
つ
”
世
界
に
開
か
れ
た
公
園
島
“
づ
く
り

に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

て
き
て
い
ま
す
。
明
石
海
峡
大
橋
の
完
成
は
、
そ
れ
に
一
層
の

拍
車
を
か
け
る
も
の
と
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

☆
淡
路
島
を
「
世
界
の
公
園
島
」
に

１
４１

１

亜謹[,’
１

総
小室碧允さん
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通
に
よ
り
本
州
と
淡
路
、
さ
ら
に
は
四
国
が
陸
路
で
結
ば
れ
、
「
来
館
者
を
迎
え
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン
で
大
型
パ
ネ
ル
、

、

外
の
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
鹿
災
の
教
訓
を
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
悲
し
い
記
憶
を
お
ざ
な
り
に
す
る
の

淡
路
地
域
で
は
、
人
と
人
と
の
交
流
が
豊
か
に
広
が
る
世
界
記
念
公
園
の
中
に
、
細
長
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
保
存
館
が
見

次
世
代
に
伝
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
」

然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
る
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。
県
内
い
言

見
学
に
適
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
約
百
四
十
メ
ー
公
園
内
に
は
駐
車
場
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
物
産
館
も
オ
ー
プ

而
か
ら
多
く
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
専
門
家
が
自
然
へ
の
畏
怖
や
畏
敬
の
念
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
の
に
、

地
震
の
猛
威
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
、
各
方
中
学
校
か
ら
予
約
の
申
し
込
み
が
き
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち

後
、
こ
の
”
生
き
た
教
材
鯉
を
こ
の
ま
ま
風
化
さ
せ
ず
、
大
な
い
で
し
ょ
う
か
。
開
館
を
控
え
、
す
で
に
幾
つ
か
の
小
．

き
ま
し
た
。

備
局
の
石
田
恭
一
課
長
に
、
設
置
の
目
的
を
お
話
し
い
た
だ
卜
レ
ン
チ
部
分
“
で
は
、
地
層
の
ズ
レ
を
側
面
か
ら
観
察
す

島
断
層
保
存
館
“
が
開
館
し
ま
す
。
兵
庫
県
企
業
庁
都
市
盤
て
い
る
生
々
し
い
断
層
の
姿
を
観
察
。
地
層
を
堀
り
下
げ
た

教
訓
や
事
実
も
、
淡
路
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
の
一
つ
で
す
。
録
映
像
や
地
表
に
現
れ
た
ば
か
り
の
野
島
断
層
の
姿
を
映
し

ん
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
震
災
か
ら
得
た
貴
重
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ア
タ
ー
（
定
員
五
十
人
）
で
は
、
震
災
の
記

人
・
モ
ノ
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
か
ら
の
情
報
も
さ
か
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
、
断
屑
、
地
震
、
施
設
全
体
を
説
明
。

四
月
五
日
に
迫
っ
た
明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
と
合
わ
せ
、
淡
路
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
走
っ
て
い
る
と
、
北
淡
町
震
災

野
島
断
層
が
、
約
十
キ
ロ
に
わ
た
り
出
現
し
ま
し
た
。
震
災
館
も
完
成
し
ま
す
の
で
、
防
災
教
育
に
も
一
役
買
う
の
で
は

四
月
二
日
に
は
、
野
島
断
層
の
一
部
を
保
存
・
展
示
す
る
”
野
出
し
ま
す
。
“
断
層
保
存
ゾ
ー
ン
”
で
は
、
実
際
に
露
出
し

ト
ル
に
わ
た
り
断
層
を
保
存
・
展
示
す
る
こ
と
に
。
国
の
天
ン
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
お
そ
ろ
い
で
来
館
し
て
く
だ
さ

に
開
か
れ
た
公
園
島
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。
大
橋
の
開
え
て
来
ま
す
。
ど
ん
な
施
設
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
、
震
災
直
後
の
状
態
に
近
い
こ
と
、
こ
れ
以
上
の
教
材
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
北
淡
町
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
震
源
断
層
で
あ
る
で
き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
を
備
え
た
地
震
科
学

大
橋
の
開
通
な
ら
、
垂
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
車
で
約
三
十
分
。
を
後
世
に
伝
え
て
行
く
こ
と
も
私
た
ち
県
民
の
役
目
で
す
。

る
こ
と
も
。
平
成
十
二
年
の
春
に
は
、
震
度
七
を
疑
似
体
験

お
話
を
お
伺
い
し
た
人
石
田
恭
一
さ
ん
〈
兵
庫
県
企
業
庁
都
市
整
備
局
新
都
市
企
画
課
号

■
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
次
世
代
に
伝
え
る

四
月
二
日
、
野
島
断
層
保
存
館
が
開
館

で
は
な
く
、
大
橋
の
開
通
を
・
つ
の
契
機
に
、
大
霞
災
の
事
実

4２

ノ
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